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日本人抑留者と
ナボイ劇場

中
央
ア
ジ
ア
に
位
置
す
る
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
は
二
五
〇
〇
万
人
の
人
口
を
擁
し
、
金
や

綿
花
の
産
地
と
し
て
有
名
で
す
が
、
一
般
的

に
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
連
想
さ
れ
る
方
が

多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

首
都
タ
シ
ケ
ン
ト
は
当
時
オ
ア
シ
ス
と
し

て
名
を
は
せ
、
今
も
名
残
が
あ
る
か
の
よ
う

に
、
緑
豊
か
な
町
並
み
は
健
在
で
す
。
ま
た
、

果
物
や
野
菜
が
豊
富
で
、
バ
ザ
ー
ル
（
市
場
）

は
毎
日
活
気
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
世

界
で
は
二
カ
国
し
か
な
い"D

ouble locked 

country"

（
国
境
を
二
回
越
え
な
い
と
海
に

出
ら
れ
な
い
国
）
と
し
て
特
殊
な
内
陸
国
の

一
面
も
持
っ
て
い
ま
す
。

日
本
人
に
は
馴
染
み
の
薄
い
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
で
す
が
、
日
本
と
は
意
外
な
つ
な
が
り

を
持
っ
て
い
ま
す
。
タ
シ
ケ
ン
ト
市
の
中
央

に
あ
る
「
ナ
ボ
イ
劇
場
」
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
国
内
で
最
も
有
名
な
オ
ペ
ラ
・
バ
レ
エ
劇

場
で
す
が
、
終
戦
後
の
一
九
四
七
年
に
旧
満

州
か
ら
強
制
連
行
さ
れ
て
き
た
日
本
人
捕
虜

の
方
々
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
捕
虜

の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
実
直
・
勤
勉
に
働
き
、

地
元
の
人
か
ら
は
、「
サ
ム
ラ
イ
魂
」
と
し
て

賞
賛
さ
れ
、
慕
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

一
九
六
六
年
の
大
地
震
の
際
は
、
市
内
の

建
物
が
ほ
と
ん
ど
倒
壊
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

「
ナ
ボ
イ
劇
場
」
だ
け
は
ビ
ク
と
も
せ
ず
、
日

本
の
建
築
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
知
ら
し
め
る
形

と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
以
降
、「M

ade in Japan

」
が
「
製

品
保
証
」
と
理
解
さ
れ
る
く
ら
い
、
日
本
の

技
術
、
も
っ
と
言
え
ば
、
日
本
人
に
対
す
る

尊
敬
の
念
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
図
ら
ず
も
強
制
労

働
を
強
い
ら
れ
た
捕
虜
の
方
々
の
苦
労
と
汗

の
結
晶
か
ら
生
ま
れ
た
結
果
で
あ
り
、
日
本

人
と
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
歴
史
の
事
実

で
す
。

さ
て
、「
麺
の
ル
ー
ツ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

番
組
が
よ
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
際
、「
ラ
グ

マ
ン(lagm

an)

」
の
名
を
耳
に
し
た
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

中
央
ア
ジ
ア
全
域
に
広
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
代
表
的
な
料
理
の
一
つ

で
す
。
日
本
の
う
ど
ん
に
似
て
お
り
、
ト
マ

ト
ベ
ー
ス
の
ス
ー
プ
、
肉
（
主
に
羊
）、
野
菜

を
ご
っ
た
煮
に
し
た
麺
料
理
で
す
。
個
人
的

に
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
料
理
の
中
で
一
番

好
き
な
料
理
で
す
。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
お

寄
り
の
際
は
、
ぜ
ひ
「
ラ
グ
マ
ン
」
を
味
わ

っ
て
く
だ
さ
い
。
日
本
の
う
ど
ん
と
の
比
較
、

麺
文
化
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
関
係
な
ど
に
思

い
を
は
せ
る
こ
と
請
け
合
い
で
す
。

─世界の街から「タシケント」

●

タシケント
（ウズベキスタン）

タシケント市内の街路樹。散歩するにはもってこいです

ナボイ劇場。ビサンチン様式で重厚で華麗。
次回作の垂幕が下がっています

ナボイ劇場の左壁にある、
抑留者の功績を伝えるプレート

ラグマン、１週間
に一度は食べます

元丸紅タシケント出張所
（2009年4月現在日本に帰任） 浦井 雄一郎


